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和文要旨
本研究は,保育者効力感について国内外の研究論文を対象に,特に保育内容に着目して,今後
の研究課題を明らかにすることを目的とした。研究論文の収集には,「CiN五」と「ERIC」 を使用
した。最終的に 6件の保育者効力感に関する研究論文を,定性的研究と定量的研究に着 目し,保
育内容が言及されているか否かを吟味 した。その結果,これまで保育内容に関する保育者効力感
の研究論文において,定性的研究及び定量的研究によって,領域毎に保育者効力感が検討されて
きた。 しかし,保育内容5領域に関する保育者効力感の研究はほとんど見当たらなかった。以上の
結果は,保育内容5領域に関する保育者効力感の研究の必要性を示唆するものである。
キーワー ド :保育内容 保育者効力感 定性的研究 定量的研究
I.序論
2020年代から学習指導要領の全面改訂が予定
される中,今回の改訂では,子どもの育ちを幼児
教育から小学校,中学校,高等学校まで一貫して
とらえることが重視されている。現行の幼稚園教
育要領 (以下;「教育要領」という),保育所保育
指針 (以下,「保育指針」という),幼保連携型認
定こども園教育・保育要領 (以下,「教育・保育
要領」とい う)は,遊びを中心とした生活を通 じ
て生涯にわたる人格形成の基礎を培 うことを基本
に,保育内容として「健康」「人間関係」「環境」
「言葉」.「表現」 とい う5領域を示 し,それ らを相
互に関連させながら徐々に育むこととしている。
それ故に幼児教育は教科を中心とする小学校以上
の教育とは異なり,こ の点が幼児教育と小学校教
育との円滑な接続における大きな課題 として位置
づをすられよう。この課題に対して,保育者は教育
要領,教育・保育要領との整合性を図った保育指
針を基準に,子 ども達の発達や学びの連続性に着
目し,小学校以降の生活や学習の基礎を培 う役害」
を求められる可能性があり,高い保育能力を身に
つける必要性が求められるものと推察される。
保育能力の向上については, 「ヽ保育者効力感」
という概念が多様化する保育環境において有効な
保育を展開していく要因になることが指摘されて
いる (田辺2011)。 この保育者効力感は 「保育場
面において子どもの発達に望ましい変化をもたら
すことができるであろう保育的行為をとることが
できる信念」と定義され,「教師効力感」の保育
者版ともいわれている (三木 。桜井 1998)。 教師
効力感 はBandura,A。 (1977)の 自己効力感
(self―efficacy)の 概念を教育に応用 したもので
ある。なお,自 己効力感 とは,Bandura(1977)
が提唱した社会的学習理論の中核をなす概念のひ
とつであり,「 ある状況において,あ る結果を達
成するために必要な行動を自分が上手くできるか
どうかの予期」と定義されている。この自己効力
感は,①効力予期 (ettcacy expectancy;あ る
結果を生み出すために必要な行動をどの程度 うま
く行 うことが出来るのかという予期)と ②結果予
期 (outcome expectancy:あ る行動がどのよう
な結果を生み出すのかとい う予期)の 2つ に区分
される。上記より,本研究では,保育者効力感に
ついて,Banduraが提唱 した社会白′む学習理論に
おける自己効力感 (self―efficacy)を援用 し、́
「子ども達の発達のために,必要な援助を保育者
がうまくできるかどうかの予期」と操作的に定義
し,保育者効力感に着目することは,保育能力の
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向上の一助になると考えられる。 ・        Eduこ atiOn AND Care AND me corltetts
そこで,本研究では,保育能力の向上への示唆  of childcare」 では 9件であつた。
を得ることねらいとして,保育内容に関する保育   上記より,国内外の研究論文を lCiNii」 「ERICi
者効力感についての国内外の研究論文を整理し,  を用いて検索した結果,19件が1'由 出された。
今後の研究課題を明らかにすることを日白勺とした。′  それ ら19件 に対 し, 上記の0～ 0の選定基準
研究論文の収集において,国内文献の検索には  に従い,さ らに分析対象 (文献)の選定を試みた。
「CiNii」 (NII学術 1青 報ナビゲータ[サ イエイ])を  19件のうち,重複 している文献2件,書評 1件 ,
用い,こ のときの検索キーワー ドは 「保育者効力  特別支援教育に関する研究論文1件 (Chung,et
感 AND保 育内容」 とした。海外文献の検索に  al.2003),保 育者効力感研究の現状 と課題に関
は 「ERIC」 (Education Resources lnformation する研究論文 1件 (岩崎2009),カ ソフォルニア
Center)を 用い, このときの検索キーワー ドは  州における現任研修,及び保育者への奨励金 (CRI)
「preschool teacher′ s sense of efficacy AND  プログラムに関する研究論文 1件 (Bridges,ct al.
Early Child一 hood Education AND CaFe   2011),保育者 の職務満足タバー ンア ウ ト,ス ト
AND the contents of childcare」 とし,「Peer   レス :こ 関す る研究言含文 1イ牛 (Dagli,ct al.2012)タ
re宙ewed only」 との検索対象指定を行 った。   意思決定に対す る未就学児及び就学児童の関与 :こ
上記のデータベースにおいて抽出された文献は,  関する研究論文 1件 (Hudson 2912),オ ニス ト
以下の①～⑥の選定基準に従い,対象文献を選定  ラリアにおける幼児の精神的健康に関する研究論
した。その選定基準は,①重複 している文献は肖11  文 2件 (Askell― Williams,et aL 2013;Askell―
除すること,②出典不明の文献は削除すること,  Williams,et ale 2016),保育者による科学教育
③入手困難な文献は肖」除すること,④書評は除く  に関する研究論文1件 (01gan 2015),コ ンピュー
こと,⑤保育者 と保育専攻の学生を研究対象とし  ター支援学習システムの利用 !こ 関する研究論文 1
ていること,⑥保育内容に関する保育者効力感に  件 (McManis,et ah 2016),教 職実践演習にお
ついて検討 していること,である。        |す る主体的な学びの効果に関する研究論文 1件
以上の基準で選定した研究論文に対し,「対象」 (横田ほか 2018)を 除いた。その結果,保育内
「方法」「概要」に着目して整理 した。       容に関する保育者効力感について検討 している研
なお,倫理的配慮 として,「 日本社会福祉学会  究論文として,6件を分析対象とした (図 1)。
研究倫理指針 第2 指針内容 A 引用」に基   上記の6件の研究論文の対象に関する内訳は,
づき,先行業績の検討に際しては,現著者名・文  重複しているものもあるが,保育者を対象とした文
献・出版社・出版年・引用箇所を明示し, 自説 と  献が3件 (西 山2006;京林・中村 ,佐藤 。申野・
他説との峻別を行った。             池田・新山 0樟本2017;市河 。新戸・三浦 。三宅
2018),学生を対象とした文献が5件 (西山2006;
Ⅱ。本論                   小川内2014;笠原・吉川・山峙2018:市河・新
Ⅱ-1。 分析に用いた研究論文の概要        戸・三浦・三宅2018;鹿島 2018)であった。
国内の研究論文の検索には 「CiN五 」を用い,   また,方法に関する内訳は,実践研究が 1件
次のキーワー ドで検索を実施 した。その検索結果  (鹿島 2018),質問紙調査が 5件 (西 山2006;小
は,「保育者効力感 AND保 育内容」では10件  川内2014;京林・中村・佐藤・中野・池田・新
であった。海外の研究論文の検索には 「ERIC」  山 0樟本2017;笠原・吉川・山l商2018;市河・
を用いた。検索結果は,「 preschool teacher′ s 新戸・三浦・三宅2018)であった。
sense of efficacy AND Early Child― hood   分析対象とした 6件の研究論文において,西山
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(2(〕 鋳 )は ,探索的因―了分析により「人間関係」保
育者効力感を多次元から測定する新たな尺度を作
成 し,確認的因子分析により,その構造を検討 し
ているc
小川 ,チ詈ヽ (2014)は ,保育者効力感 と,保育内
容研究Ⅳ 「言葉B」 の授業における,様々な課
題に対する学業白勺延引行動,授業に対する自己評
価フ現時点での希望職業との関連を検討 している。
京林・中村・佐藤 。中野・池田・新山・樟本
(2017)は ,保育教諭への対応のために特例制度を
奉11用 し幼稚園教諭免許状の取得を目指す保育士の
保育者効力感について,保育内容の領域 「人間関
係」の保育者効力感に焦点を当てその特徴を検討
している。
笠原・吉り||・ :_麹 時 (2鍵 8)iま ,活動の枠組み
保育内容|■ 関十る保育者効力感の研究動向と課題 井上祐子
モデルを教授 したことによって,ひ とつには子ど
もや保育者の保育場面に関する記録の内容に変化
が生じるか,次に多次元的保育者効力感尺度 (西
山2006)や 実習や保育所への就職に関する不安
尺度における自己評価に変化が生 じるかという二
つの側面から検討 している。
市河・新戸・三浦・ 三宅(2018)は ,保育内容
健康領域からみた保育者の資質の向上に関する基
礎資料を得るため,特に領域 「健康」にお :す る保
育者効力感について,検討 している。
鹿島(2018)は ,これまで座学で保育エピソー ド
を読み,議論するという形式で行ってきた 「保育
内容の研究 (人間関係 )」 の授業に,年齢に応 じ
た遊び案を作成 し実践してみるという実践の回を
設け,その効果を検討 している (表 1)。
検肇 :さ れた研究論文 11=1滲
警 菫崚 Lて てtヽ 轟研究論文 章=2
0 盤典が軍甕で姦る研究講寅 聾=9
3 入手困難な研究論文 :n=暴
警 書諄 ll=l
彗 意思義定:こ対す【):去就学児及1ガ就学児童彙霧与:通 輩すを研究論文 (資壌d斡 11賞綴2)
■=l
i曇 コン′ピューーター支援学習システム命求:」罵 :こ 闇ケ碁華究講賞 :鍼せHa■ i3)ゃ t alx Ё016)
:1=豊
■ 棒澪:支援教育 :二 関ヤみ研究識文 iCR■轟鍼 こ1.2縫 5' II=l
121 保育彗識力感帯究I)愛摯と議題 :二 爾する肇究論文 :書崎20締 ) ■==l
(3 カリフォルニア ::|:こ お :す る愛任華修、及び保育者―曇機動金 (織Iiプ =」 ダテム:こ 種す
暴華 究 議 文 (思 ridE摯さ絆 奪 逮1シ 言011) 〕l=l
二i 繰育者の職務織足、バーンアウ :ヽ 、 :ス トレス:■ 聞す轟研究論文 (拠gli‖ t al,Ё {〕 減:
it'==l
i3 オー‐ストテl::ア :こ お|す る曇死
`ア
i)1轄持的鐘蒙:こ 雪する研究論文 (A去き11-Willianls,et ttl,
2(:)13:Ask肇 11-Wi l l i alins,et al=2011:〕 ,  ■=2
f運1 保育彗:こ よる事奪教育:二 聞・嗜
~轟
研究論文 (Cil影■Ёl〕15) ■=1
11)教義要鉄演習:二継:す も主体的な学びの議黒:こ 賀する研究論文
`横
蓋:二か 201ぶi ri=1
図 1 分析に必要な研究論文の選定の流れ
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表 1 保育内容に関する保育者効力感について検討 している研究論文
番 号 筆者 タイ トル 対象 方 法 概要
1 西 山
(2006)
幼児の人とかかわ
る力を育むための
多次元保育者効力
感尺度の作成
保育者
n==378
大学生
n==258
質問紙調査 探索的因子分析により「人間関係」保育
者効力感を多次元から測定する新たな尺
度を作成 し,確認的因子分析により,そ
の構造を検討 した。
2 小川 内
(2014)
学業的延引行動と
保育者効力感,学
業成績および実習
評価 との関連 ～
保 育 内容研 究Ⅳ
「言葉B」 の授業実
践からの一考察～
短大生
n==151 質問紙調査
保育者効力感 と,保育内容研究Ⅳ 「言葉
B」 の授業における,様々な課題に対す
る学業的延引行動,授業に対する自己評
価,現時点での希望職業との関連を検討
した。
3 京林 。中村・
佐藤 。中野・
池田 。新山・
樟本
(2017)
幼稚園教諭免許状
取得の特例講座を
受講する保育士の
保育者効力感の特
徴 :領域 「人間
関係」の保育者効
力感の観点から
保育士
ni==38 質問紙調査
保育教諭への対応のために特例制度を利
用 し幼稚国教諭免許状の取得を目指す保
育士の保育者効力感について,保育内容
の領域 「人間関係」の保育者効力感に焦
点を当てその特徴を検討 した.
4 笠原・吉り|
山時
(2018)
保育内容 「人間関
係」の授業に人間
関係をとらえる活
動の枠組みモデル
を導入 した短期縦
断研究
大学生
n==105 質問紙調査
活動の枠組みモデルを教授したことによっ
て,ひ とつには子どもや保育者の保育場
面に関する記録の内容に変化が生じるか,
次に多次元的保育者効力感尺度 t西 出
2006)や実習や保育所への就職に関する
不安尺度における自己評価に変化が生 じ
るかとい う二つの候1面から検討 した.
Э 市河 ,新戸・
三浦・ 三宅
(2018)
保育内容健康領域
|こ おける保育者効
力感の検討
保 育者
n==33
短 大 生
n==202
質問紙調査
保育内容健康領域からみた保育者の資質
の向上に関する基礎資料を得るため 特
に領域 「健康_liこ お |す る保育者効力感に
ついて,検討 した。
6 鹿島 (2018) 保育内容 (入 間関
係)授業内でい乳
幼児遊びプログラ
ム実践経験 と省察
が学生の保育者効
力感に与える効果
大学 生
rl l=・ 92
実践研究
これ まで座学で保育エ ピソー ドを読み十
議論するとい う形式で行ってきた 「保育
内容の研究 (人 間関係 )」 分授業 !こ ,年
齢に応 じた遊び案を作成 !_/実践 してみる
とい う実践の回を設け,そ の効果を検討
した。
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Ⅱ…2.保育内容に関する保育者効力感研究の対象,
方法及び領域
上記の6件の研究論文の対象に関する内訳は,
重複 しているものもあるが,保育者を対象とした
文献が 3件 (西 山2006;京 林 。中村・佐藤・中
野・池田 。新山・樟本2017;市河・新戸・三浦 。
三宅2018),学生を対象とした文献が 5件 (西 山
2006;小川内2014;笠原・吉川・山時2018;
市河・新戸 。三浦・三宅2018;鹿島 2018)であっ
た。また,方法に関する内訳は,定性白勺研究1件
(鹿 島2018),定量的研究 5件 (西 山2006;小川
表 2 保育内容に関する保育者効力感の研究動向
Ⅲ。結論
本研究では,保育能力の向上への示唆を得 るこ
とね らい として,保育内容に関する保育者効力感
についての国内外の研究論文を整理 し,今後の研
究課題 を明らかにすることを日的に行った。
収集 した研 究論文において,定 |｀生的研究 1件
(鹿 島2018),定量的研究5件 (西 曲2006;小川
内2014;京林 。中村・佐藤 。中野・池田 。新山・
樟本2017;笠原・吉川 。離_1時2018;市河 。新戸 。
三浦 。三宅2018)で あった。 また,保育内容にお
ける領域に関する,ブ司訳は,領域 「健康」に関する
保育者効力感の研究論文1件 (市河 。新戸・三浦・
保育内容に関する保育者効力感の研究動向と課題 井上祐子
内2014;京林 。中村・佐藤 。中野・池田・新山・
樟本2017;笠原・吉川・山時2018:市河 。新戸 0
三浦・三宅2018)であった。 さらに,保育内容
における領域に関する内訳は,「健康」に関する
保育者効力感の研究論文1件 (市河・新戸・三浦・
三宅2018),「 人間関係」に関する保育者効力感
の研究論文4件 (西山2006;京林・中村・佐藤 。
中野・池田 。新山 0樟本2017;笠原・吉川・山
時2018;鹿島2018),「言葉」に関する保育者効
力感の研究論文 1件 (小川内2014)で あった
(表 2)。
三宅2918),領 域 「人間関係」に関する保育者効
力感の研究論文4件 (西 彙12006:京林 。中村・佐
藤 。中野・池田・新山 e樟本2G17:笠原・吉川 0
[1ゴ 崎2018;鹿 島2018),領 域 「言葉」 に関す る
保育者効力感の研究論文1件 (小川内2014)で あっ
リニォ
た _。
これまで保育内容に関する保育者効力感の研究
論文において,学生を対象とした,領域 「人間関
係」に関する保育者効力感について定性的研究が
行われてきた (鹿島2018)。 また,保育者あるい
は学生を対象とした,領域 「健康」に関する保育
者効力感,及び領域 「人間関係」に関する保育者
番 号 筆者
対象 方法 保育内容における領域
保育者 碁 序子^:」■ 定性的研究 定量的研究 健康
人間
関係
環境
‐ 幕
繭 禾 表 現
1
西 山
(2006)
○ ○ ○ ○
2
小川 内
(2014)
○ ○ ○
3
京林 ほか
(2017)
○ ○ _ヽノ
4
笠原 ほか
(2018)
○ t、ノ ○
b
市河 ほか
(2018)
○ ○ ○ ○
6
鹿島
(2018)
○ ○ ○
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効力感について定量白も研究が行われてきた (西 山
2006;京 林 。中村・佐藤 。中野・池田 。新山・
樟本2917;笠原 0吉川・山崎2018;市河 。新戸・
三浦・三宅2018)。 さらに,学生を対象とした ,
領域 「言葉 |に関する保育者効力感について定量
的研究が行われてきた (小川内2014)Gつまり,
定性的研究及び定量的研究によって,領域毎に保
育者効力感が検討されてきた。
しかし,領域 「健康」 |こ 関する保育者効力感 ,
領域 「環境」に関する保育者効力感,領域 「言葉」
に関する保育者効力感,及び領域 「表現」に関す
る保育者効力感についての定性的研究,ま た領域
「環境」 !こ 関する保育者効力感,及び領域 「表現」
に関する保育者効力感についての定量的研究, さ
らに保育内容5領域に関する保育者効力感につい
ての定注的研究及び定量白勺研究はほとんど見当た
らなかった。
2020年代から学習指導要領の全面改訂が予定
される曳 ―子どもの育ちは,幼児教育から小学校 ,
中学校,高等学校まで一貫してとらえられ,幼児
教育と小学校教育との円滑な接続が一層重視され
ている。この幼児教育と小学校教育との円滑な接
続における大きな課題 として,保育内容5領域
(「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」)と ,
教科を中心とする小学校以上の教育の違いが指摘
されてきた。今後,保育者が保幼小接続を意識 し
た幼児教育を求められる中夕保育内容5領域に関
する保育者効力感について研究を蓄積 していくこ
ともまた,課題の一つとして考えられよう:
文献
ヱヘskell― v√ 11liarns, I― Ielent alld NIurray― IIarvey, :Rosalind.
(2013) I)id that Professiollal Education about 卜Iental
l:Iealth Pronlotiollゝ Iakeノヘny:Differcnce?Early Childhood
Edtlcators′ Rkflections upon Cノ hanges in Their Knoヽ vledge
and Pi姥:ε″εθs ノ4こβ″θ.をb″  _ゎ″F″′ノ θF συゴa2月εご ′βσ
εου″s♂動lhg′ 23(2),201-221.
Askell― Vヽillialns, Helen, and NIurray― HarVey, Rosalind。
(2016) Sustainable Professional Learning for Early
Childllood Educatc)rsi Lessons fi=oln an ブヘ_tlstralia― lVide
Mental Health Pr()■ loti(〕n lnitiatiVe, _わ 衝72′ノ イプ E′ |∫力'
ご力∫盟bοθごfesθ′ゴ
‐
oり ,14(2),196-210.
BanduFa,Albert(1977)Self― efficacy:Toward a lillifying
theOFy Of bChaViOral Chan`:ζ e, PSyChO10giC′ al R_eVie■V, 84:
191-215,
Bridges, ′ゝIargaret, Fuller, Bruce, Hllarlg, ::)anlly S,and
Harnre, Bridget K, (2oll) Strengthcning the Early
ChildhOOd liVOFkfOrCe: IIOヽ V LVage lnCentiVeS h/1ay BO〔 )St
Training and Job Stability,  五b力  _51ごこノσ′″οβ ′Лご
Dθ I′ J(■θttθ
"よ
′22(6),10091029.
Chung, Li― Chuan, h4arvin, Christine Fヽ 、, and  Churchill,
Susan Iン, (2005) Teacher Factors Iへssociated vヽith
Prescl1001 Teacher― chil(l Rclationships:Teaching Efficacy
and Parent― TeaCller Relatiorlships,  義́9ビ五″ノ  0√  Ξibrふ ′
(17]〃σttθοご γし∂σ力α J́ごル
`ゝ
′″ο口 ,25(2),131-142.
Diagli, tJ Inlnむ 1lall Y´esil, an⊂l Ceylan, :Re]〔 Υlziyet (2012)
I[Jniversity Childcarc 
′
I｀eachers/ Perceptions, Beliefs, and
′
I｀hOughts alDOut 
″
Tlleil・ Pr(DfessiOn and Jobs: A Turkisll
case, ガυノじβθ′ゴTノbυソ初′プθ√∬iグυご′源ο
"′
プア資θsθ′rε力 .1(3),
225-240。
IIヒldson, :lKiln (2012) Practitiollers′  ■rie｀、vs on lnvolving
「ヽoung Children in IDecision λ′Iakingi Cllallerlges for thc
childrenノ s Rights Ag.ご′2d′,ス 夢s身りLsy12″ メ。こ″L『2′ゴθノん′ゴ4/
Jソ2〃(〃2θθσ′37(2),4-9。
市河勉 。新戸信 之・三浦累美・ 三宅孝 昭 (2018,「 保育内容健
康領域における保育者効力感の検討」『松山東雲短期大学研究
論集』48,162-172.
岩崎桂子 (2009)「保育者効力感研究の現状と課題」『研究紀要』
4, 77-85。
笠原正洋・吉川寿美・山崎篤 (2017)「 保育内容『人間関係』
の授業に人間関係をとらえる活動の枠組みモデルを導入した
短期縦断研究」『中村学園大学・中村学園大学短期大学部研究
紀要』49,1-11.
鹿島なつめ (2018)「保育内容(人 間関係)授業内での乳幼児遊び
プログラム実践経験と省察が学生の保育者効力感に与える効
果」『西南学院大学人間科学論集』13(2),61-75.
小川内哲生 (2014)「 学業的延31行動と保育者効力感,学業成
績および実習評価との関連 ～保育内容研究IV『言葉B』 の授
-8-
業実践からの一考察～」『次世代育成研究・児やらい』 11,17-
23.
京林由希子・中村光 。佐藤和順 ・中野菜穂子・池田隆英・新山
順子・樟本千里 (2017)「 幼稚園教諭免許状取得の特例講座
を受講する保育士の保育者効力感の特徴 :領域『人間関係』
の保育者効力感の観点から」『岡山県立大学保健福祉学部紀要』
24,59-65,
McManis,Mark Ho and McManis,Lilla Dale.(2016)Using
a π｀Olich― Based,Conlpllter―A.ssisted Learning Systelll to
Prornote Literacy arld ′ゝIath Skills f()r LoⅥアーIncoltte
Preschoders,`´わυコ′ノ OF 動ん燿フ′
`わ" 
篤θε鸞コθノ(pgy
」三,ごこ′σ′″
・
θf■'Researcl■ , 15,409-429.
三木知子 0桜井茂男 (1998)「 保育専攻短大生の保育者効力感
に及ぼす教育実習の影響」『教育心理学研究』46(2),203-211.
保育内容に関する保育者効力感の研究動向と課題 井上祐子
西山修 (2∞ 6)「 幼児の人とかかわる力を育むための多次元保
育者効力感尺度の作成」『保育学研究』44(2),246-256.
Olgan, Refika (2015)Influences on /「 urkiSh.Eariy
Childllooci Teacllers′ Science′「
eaching Practices alld the
science cOntent covered in the Early■
rears, fEl′ノ■,´″こT2〃ご
Dθ 1/てゼθrv"θ壼ご′″σこしrθ ,185(6),926-942.
田辺昌吾 (2011)「 心身 ともに健康な子 どもを育むための保育
者の資質について:『健康』保育者効力感からの検討」『四天王
寺大学紀要』51,175-185.
横田典子・渡部努・滝沢ほだか 0山 田悠莉
§野醒美樹 (2C)18)
「教職実践演習における主体的な学びの効果 一保育内容の指
導能力の体得と保育者効力感を観点として一―」『岡崎女子大学・
岡崎女子短期大学 地域協働研究』 4,69-78,
-9-
鹿児島純心女子大学大学院 人間科学研究科紀要 第14号 (2019年 )
TrendS and iSSueS Of SmdeS Onぬ e pFeSCh001〔nd nurSery teaCherS'e■ CaCy a破)ut tte
cOntents Of childc(電
De
INOUE yukO
In this study,I take up both dornestic and foreign papers on the preschool and nursery
teacl■ers' efficacy, and intended to grasp trends and isstles of studie/s on thenil, especially
fOcusing On the cOntents Of childcare.蔦 veb search(:3s u,`rere conciucted using 2 clatabases,
“Ci卜Jii'' anci ``ERIC".Finally,I paid attention to qualitative research and quantitatiVe research
Of the six papers on preschool and nursery te´ acllers' efficacy, and exaIIlined lvl■ ethel「 the
cOntents Of childcare Lver(〕 referreci to or ilote/毎 s a result,I could find qllalitative research alld
quantitatiVe researCh On preSChOOl al~ld ntlrSeFy teaCherS' effiCaCy abOllt the eaCh area Of
child's developI‐ nente But l cotlld not find qllalitatiVe reSeaFCh and cual‐ ltitatiVe reSearCh On
preschOOl and ntlrsery teachel‐ s夕 efficacy about the five areas of child's developrnerlt.′「
he
above result suggests that l need to sttidy the lЭ reschool and nurselly teachers' efficacy ab(Dl」 t
the five areas of child's cleveloprYlente
lKley 、vlords :contents of childcare, preschool and nursery teachers' efficacy, qualitative
research,quantitative research
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